
南十字星 

2024 年度 第 6 号                 令和 6 年 11 月 14 日 

クイーンズランド補習授業校ブリスベン校 

 

校 長  栗原 和彦 

E-mail:principal@jschool-jcb.org.au 

 

補習校祭り、大変お世話になりました！ 

  先週（９日）に開催いたしました補習校祭りには、たくさんの保護者の皆様に足をお運びいただき、大変ありがとうご

ざいました。学習発表会で、お子様方のステージ上での姿をご覧いただき、どのような感想を持たれたでしょうか？ご

家庭で練習していた姿とオーバーラップさせ、胸を熱くされた保護者の方もたくさんいらっしゃることと思います。補習

授業校は、週に１回しか授業日がありませんので、補習校祭りの発表に向けた練習時間を十分に確保することはで

きません。そのような状況の中であれだけの発表ができましたのは、保護者の皆様が、お子様方をいろいろな面でサ

ポートしていただいたお陰であると改めて感じました。お子様方のより良い成長のために、今後も全職員で教育活動

の充実に取り組んで参ります。保護者の皆様方の変わらぬご支援も、どうぞよろしくお願いいたします。   

学習発表会の様子 ※学習の成果をステージ上で精一杯表現しました。 

                                            

 

 

   

    都道府県（小４）           詩の朗読と歌（小３）         九九１～５の段（小２） 

                      

                                                                                                

 

 

 

 

 

 

   暗唱、歌（幼稚部）            桃太郎（中２）            世界に一つだけの花（職員） 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

    くじらぐも（小１）        無人島サバイバルゲーム（中１）    日本なんでもクイズ（小６） 



 

                                                                                                 

 

                      

 

 

 

 

     季節の俳句（小５）          シンデレラ（中３）          夢をかなえてドラえもん（全校合唱） 

  全ての学年の発表を見て、子供たちが１年１年、心も身体も着実に成長していることを感じました。学習発表会当日

のがんばり、クラスのみんなと一緒に練習したこと、家庭で自主練習に取り組んだことなどにより、またひと回り成長し

たことと思います。今後も、子供たち一人一人が自身の夢や理想に少しでも近づけるよう、全職員で支援をしていきた

いと考えております。 

 模擬店、タレントショーの様子 ※みんなで楽しい時間を共有することができました。 

                       

 

 

 

                                        

 

   

 

 

 午後の部は、日本人会や保護者会の皆様のご協力をいただきながら、模擬店やタレントショーなどで、楽しい時間

を過ごすことができました。かつては日本の学校でもカレーや焼きそばを食べながら、お祭りを楽しむという機会もあ

ったのですが、コロナ禍を契機に本当に少なくなりました。中学部１年生から３年生までは、自分たちが中心となって

計画した模擬店を行うなど、日本の学校の子供たち以上に日本的な経験をすることができました。みんなで協力しな

がら一つのものを作り上げていく大変さも、楽しさも、やりがいも感じ取ることができたので

はないかと思います。タレントショーでは、ダンスや楽器の演奏などの素晴らしい発表があ

りました。発表の機会を自ら求めるという態度も育てていきたいと考えております。多様な

才能をもった子のチャレンジを、今後も温かく見守りたいと思います。 

「世界に一つだけの花」に込めた思い                                                                     

 「No.1 にならなくてもいい。もともと特別なオンリーワン。だからこそ、No.１目指してみない？」職員の発表の際、子供

たちに送ったメッセージです。子供たち一人一人がオンリーワンの存在だからこそ、「自分自身を磨きませんか？」「自

分自身を高めませんか？」「自分史上の No.1 目指しませんか？」という思いを込めています。我々職員一人一人が心



に留めておきたいメッセージでもあります。  

ドラえもんＴシャツ自作してみました！ 

  今年度は全校合唱で「夢をかなえてドラえもん」を歌いました。子供たち一人一人が、

自身の夢や理想に少しでも近づけるようにとの思いを込めて選曲しました。私は全校合唱

での伴奏の機会を頂けましたので、その思いを少しでも強めて伴奏したいと考え、ドラえも

んのＴシャツを自作しました。子供たちの力強い歌声に無限の可能性を感じました。補習

校祭りを契機に、更なる教育活動の充実に取り組んでいきたいと考えております。                      

全校朝会時のスピーチ ※体験なども交え自分の言葉でスピーチしました。 

            中３スピーチ 「９月１４日発表」                                 ヘンリー 里彩さん                

今日はホリデー前の最後の補習校ですね？みなさん元気ですか？ 

今日は、私が小さい頃から続けているチアから学んだチームワークの大切さについて話したいと思います。みなさん

チアリーディングはどういうものか知っていますか。見たことはありますか。チアリーディングはグループにもよります

が、10 人から 20 人くらいで力を合わせて、タンブリング、ジャンプの技から、ダンスとスタンツを組み合わせた演技を

発表するスポーツです。次のロサンゼルスオリンピックから、初めてオリンピック競技として入ることになっています。 

サッカーやバレーボールなど、他のチームスポーツも同じだと思いますが、チアも一人一人が練習して頑張らないとい

けないけれど、グループとして力を合わせることが重要です。グループの一人が少し力を抜いてしまうだけでもチーム

の全員に影響してしまいます。 

私の最近の経験では、大会前の練習などで、誰かが緊張したり焦ってしまったりすることで、タイミングが合わずスタ

ンツの技がスムーズにできないことなどがありました。みんなでただ一緒に同じとこをするだけではなく、気持ちも一つ

に合わせて一致団結して進めることが「本当のチームワーク」だと思います。 

そして、そのチームワークはスポーツだけではなく、補習校や現地校の生活でも必要な要素であると思います。先日

の運動会でも体験したと思いますが、赤組も白組もみんなで応援したから盛り上がったし、リレーやむかで競走などで

は一人一人の頑張りがチーム全体への頑張りにつながることが分かりましたね。 

このスピーチから、「みんなで力を合わせる」、「気持ちも合わせる」ことの重要さを改めて、少しでもわかってもらえた

らいいなと思います。 

これでスピーチを終わりにしたいと思います。ありがとうございました！ 

 

          中３スピーチ 「９月２８日発表」                                ソーンダース 紗那さん 

 皆さん、おはようございます。 

私は中三のソーンダース紗那です。 

皆さんのホリデーはどうでしたか？いよいよ三学期ですね。 

今学期は気温もどんどん上がり、補習校祭りの準備で忙しくなります。私は小学二年生で補習校に転校してきてから、

補習校のイベントとして、毎年行われる補習校祭りが大好きです。みんなで一生懸命に準備をして、全校のみんなで

楽しめる、とても特別な日だからです。 

補習校祭りでは、クラスの発表のほかに、中学生はゲームの店を出します。私のクラスはみんなで話し合って、クラス

の発表で何をするか、そして、どんなゲームの店にするかを決めました。今日から毎週、練習や用意をしていきます。

最後の年だから、張り切って、楽しんでやるつもりです。そして、当日は、全校の笑顔があふれる日にしたいです。皆

さんも今年の補習校祭りを楽しみにしていてください。 

私もみなさんの学年の発表を楽しみにしています。クラスのみんなで気持ちをひとつにして、補習校祭りに向けて練

習をがんばっていきましょう。 

これで、私のスピーチを終わります。 

 



        中３スピーチ「１０月１２日発表」                   井上 菜月さん 

皆さん、おはようございます！  

わたしは、中学 3 年生の井上菜月です。今日は、みなさんが補習校祭りに向けて頑張って練習しているドラえもん

の歌の「ドラえもん」のお話をしながら、チームワークの大切さを考えてみたいと思います。 

ドラえもんの道具はとても便利ですごいですよね。誰もが一回はドラえもんがいたらな、と憧れたことがあるのでは

ないでしょうか？「どこでもドア」「タケコプター」や「スペアポケット」があれば、何でもできる気がします。でも、のび太く

んがその道具だけに頼ってたら、いつも失敗してしまいますよね。結局、ドラえもん、しずかちゃん、ジャイアン、スネ

夫...みんなが助け合うことで、問題を解決していくんです。 

これは、私たちの補習校生活にも似ていると思いませんか？ 勉強やテクノロジーは私たちの生活をより快適に、

そして便利にしてくれると思います。でも、それだけでは、私たちの生活は成り立ちません。皆さんのお友達や周りの

人との関わりが楽しく力強く突き進んでいく力となります。スポーツでもそうですね。誰かが一人で全部をやろうとする

と、うまくいきません。でも、チームで力を合わせれば、どんな困難も乗り越えられます。まるで、みんなで「どこでもド

ア」を使って、一緒に未来に進んでいく感じですね！だから、これからもドラえもんたちのように、みんなで協力して、楽

しい未来を作っていきましょう！ありがとうございました。 

 

      中３スピーチ「１０月２６日発表」        山藤 灯揮さん 

皆さんはバレーボールというスポーツを知っていますか？バレーボールはオリンピックスポーツの一つでもある球技

です。最近日本ではバレーボールがとても盛んで、世界大会の一つであるネーションズリーグでは今年二位で銀メダ

ルを獲りました。髙橋藍や、西田有志などの選手はニュースやテレビなどに出るほど有名です。先月始まった日本の

バレーボールリーグ、ＳＶリーグには外国人の選手も参加していて、世界で一番大きなリーグの一つとなっています。

ＳＶリーグの最初の試合が地上波で放送されたことでも、今バレーボールがとても注目されていることがわかると思い

ます。今日、私はそんなバレーボールの魅力を伝えたいと思います。 

 バレーボールはネットを挟んで６人対６人で戦うチームスポーツです。私がバレーボールを好きな理由は、チームワ

ークがハマった瞬間がとても楽しいからです。私はセッターというポジションを務めているのですが、私があげたトスを

アタッカーが決めた瞬間は最高に気持ちよく、「よし！」と思います。そして、バレーボールは敵チームとのコンタクトが

ないので、怪我の少ないスポーツだというのも魅力に一つです。 

 私は中学からバレーボールを始めて以来、とても熱中しています。皆さんにも、すこしでもバレーボールに興味を持

ってもらえたらうれしいです。         

 

３・４学期の主な行事予定 

   ・１１月２３日 幼稚部・小１入試面接               ・１月２５日 第４学期始業式  

  ・１１月３０日 社会科学習日                ・２月 １日 幼稚部・小１入試面接（予備日） 

  ・１２月 ７日 第３学期終業式 ※文集最終締切日   ・２月１５日 かるた・百人一首 幼まめまき 

                                           保護者参観  

                                      ・３月 １日  理科学習日 

                                   ・３月１５日 卒業式 修了式  成績通知表配付 

                 


